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1．目的

　 琉球列 島の 島々 には 、 新 生代第四紀 の 形成 され た 2 〜 3 回の 陸繋期に大陸 か ら渡来

した陸生脊椎動物を先祖 とする化石群集が、ほぼ 3 つ の 層準か ら産出す る （Otsuka ＆

Takahashi
， 2000） 。 そ の 化石 群集の 産出層は北は北琉球の 奄美諸島か ら、南は南琉球

の 与那 国 島に及ぶ 。 脊椎動物化 石は 、

一
部の 例外 は ある もの の 、 それ らの 大 半は 中期

更新 世 の 琉球石灰岩 に形 成された裂罅（fissure）または洞穴 （cave ）の 充填堆積物中に包含

され て い る 。 こ れ まで に採集 された化石 には 、 更新世末 に 一斉絶滅 した シ カ類や カ メ

類化 石 な どの 他 、 人類化石 、 琉球列 島に現生す る多 くの 陸 生脊椎動物の 先祖 とな っ た

化石種 を含んで い る 。 こ れ ら脊椎動物化石包含層の 地質年代 につ い て は、 これ まで に

い くつ か の 産 出地 で の 化石包含層で の
14C

年代が 得 られ 、 そ の 結果、琉球列 島にお ける

シカ類やカ メ類の 絶滅 は 、 第四紀更新世後期の約 30 ，000〜16
，000yr．BP に起 こ っ た こ

とがわ か っ て い る 。 しか しな が ら、そ の 他の 多 くの産出地 で の化石 包含層につ い て は

ま だ検討 出来て い ない の が現状で あ る 。 とくに 、 これ らの化石 産地が最 も多 い 沖 縄島

に つ い て は、港川 人類遺跡お よび 2 、 3 の 産地以外は、 まだほ とん ど年代測定が 実施

出来て いな い 。

　 こ の研 究は 、 沖縄島 に お ける絶滅 した化石種 を含 む各地 の 陸棲 脊椎動物化石 包含 層

の年 代を知 るこ とに よ っ て 、 更新世末 に絶滅 に 至 っ た要 因お よび島嶼 へ の 隔離期 間 と

島嶼化 との 関連等を明らか にす る上で の 手がか りを得る こ と を目的 として い る 。

2 ．年代測定試料 と試料採取層準

　 沖縄島における 14C 年代測定 に は 、 琉球石灰 岩に発達 した裂罅お よび洞窟を充填す
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第 1 図　琉球列 島およ び 14C 年代測定を行 っ た脊椎動物化石産地 図

る赤土 お よび石灰岩角礫含 有 堆積物 か ら脊椎動 物化石 ととも に 産出 した マ イマ イ類 化

石 （リュ ウキ ュ ウヤマ タ ニ シ 、ヤ マ タ カ マ イマ イな ど） を試料 と して 用 い た。 こ れ ら

の化石 包含層は 、地層の 発達状況 か ら 、 更新世 後期 と推定され る。各測定試料採集地

の 地質 は次 ぎの とお りで あ る 。

　 1）今帰仁村備瀬

　本部町備瀬東方の 海岸に は 、低位 の隆起石灰岩層が標高約 20m の 平坦 面をな して 分

布 して い る 。 こ の 石灰岩 層 に は備瀬東海岸 には多 くの 裂 罅が見 られ るが 、 裂罅 に は 、

しばしば石 灰岩角礫を含む赤褐色粘土 か らなる裂罅充填堆積物 が見 られ る 。 今回
14C

年

代を測定用 の 試料 を採取 した露頭は 、 そ の うち の 裂罅堆積物の 1 つ で、幅約 2m 。裂罅

を 充填 した石灰角礫含有赤褐色粘土 層か らは 、 ハ コ ガメ類の 背 甲 と腹 甲、 リュ ウキ ュ

ウジカ の 角や骨化石 、 コ ウモ リ類の化石 な どと と もに 、 マ イ マ イ類化石 が密集 して 産

出した。年代測定に用 いた試料は こ の マ イマ イ類化石 （オ オヤマ タニ シ） の 殻化石 で

ある 。

　 2 ）北 中城村 ヒ ニ グス ク （荻堂）

　 沖縄島中部の 北中城村荻堂の
一

帯 に は鮮新世の 島尻層群の 泥岩 層 を被 っ て 、琉球石

灰岩層が標高 199 〜120m 丘陵をな して分布 して い る。丘陵の 西側斜面に露出す る石灰

岩 に は幾 つ か の 裂罅が発達す る が 、 そ の うちの 裂罅 1 つ は幅約 40cm で 、 間 を充填す
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る

石 灰岩角礫や赤褐色土壌か らは 、
マ イマ イ類化石 と と もに 、 リクガメ化石で あ る オオ

ヤマ リクガメ（Manouria 　oyamaf の 他 、 リュ ウキ ュ ウジカ 、 リ ュ ウキ ュ ウムカ シキ ョ

ンが発掘によ っ て採取された 。 年代測定には ク ン チ ャ ン マ イ マ イの殻化石 を使用 した 。

　 3 ）沖縄 島南部 　知念村上 クル ク原

　沖縄島の 南東部の 知念岬に は、島尻層群の 泥岩、砂岩か ら成る鮮新世の 島尻層群を

不整合に被 っ て 琉球層群 の 那覇層 （那覇石灰岩） が標高約 100 〜 120m の 堆積平坦 面年

をな して 分布 して い る 。 この 石 灰岩層は知念村側の 岬の 南東側で は 石 灰岩の 急崖 をな

して

露出 して お り、 ところ ど ころ に裂罅 （フ ィ ッ シ ャ
ー） の発達が見 られ る 。以前か らこ

れ らの 裂罅を充填 した赤 土層 か らリュ ウキ ュ ウジカ、 リュ ウキ ュ ウム カ シキ ョ ン な ど

始め とす る 多 くの脊椎動物化石 お り、そ の産出地 は 集落名の 「上 ク ル ク原」 と よ ばれ

て い る 。 近年 、 佐敷村 か ら知 念村 に通 じるバ イ パ ス 工 事 が行 われ たが、 陸橋 取 り付 け

工 事 によ っ て幾 つ か の 石 灰岩 裂罅堆積物で ある赤褐色土層 が露 出 した 。 数回の 発掘調

査 に よ っ て 、 こ の 中か ら保存 良好 な リ ュ ウキ ュ ウ ジ カ 、 リ ュ ウキ ュ ウイ ノシ シ、 オ オ

ヤマ リクガ メ化石 と
一

緒に 、 マ イマ イ類化石が 密集 して 産出 した 。 こ の マ イ マ イ化石

の うち 、 リ ュ ウキ ュ ウヤマ タニ シ とヤマ タカマ イマ イの 殻化 石 を
王4C

年代 の測定試料 と

して用 い た 。

第 2 図　北 中城村 ヒニ グス ク の 裂罅産の ク ン チ ャ ンマ イマ イの 化石 の 密集
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4 ）沖縄島南部　具志頭村港川

　沖縄島南東部の 島尻郡 具志頭 村港川 集落は雄樋川 の 河 口 に あ り 、 同集落 の 石灰 岩採

石場 に見 られ る裂罅堆積物か ら 、 1967 年に大山盛保氏に よ っ て 更新世の 人類化石港川

人が 発見 され、 また、引き続き 1968 年 に東京大 学の メ ンバ ー によ っ て発掘調査がな さ

れ 、 こ の発掘 に よ っ て 、 人類化石 とともに、多 くの脊椎動物化石が発掘 された 。 こ の

裂罅は 幅約 1m 、高 さ約 20m で、港川
一帯に標高 20〜 25m の 堆積面 をな して 分布す

る後期更新世の 港川石灰岩（粟石石灰岩）を切 っ て 形成 され て い る 。 1968 年の発掘調査

で は 、 脊椎動物化石 と
一

緒 に産出した木炭を用 いた
14C 年代の 測定が行われて い る （高

井 ・長谷川 ，1971；Suzuki ＆ Tanabe
，
1971 ）。す なわち下部層の木炭につ い ては 、18

，
250

± 650yr ．BP
， 上部層につ い て は 16 ，600 ± 300yr ．BP とい う値 が得 られて い る 。

　今回 、 測定に用 い た試料 2点は いずれ も リュ ウキ ュ ウヤマ タニ シ の殻化石で 、 2000

年 〜 2001 年 にか けて 具志頭 村教育委員会に よ っ て な され た 同裂罅堆積物 の 再発 掘調査

に よ っ て 得 られた試料 で ある 。 こ の うち の
一

点 は リュ ウキ ュ ウイノ シ シ の 指骨が付着

した リュ ウキ ュ ウヤマ タニ シ の 殻化石 で ある。他 の 1試料と と も に裂罅の 上 部か ら採

取されたもの で ある 。

第 3 図　具志頭村 の港川 人類遺跡産の リュ ウキ ュ ウイ ノ シ の 指骨に

　　　　付着 した リュ ウキ ュ ウヤマ タタニ シ化 石

3 ．測定結果

第 1表 に、今回測定 した 、沖縄 島に お ける脊椎動物化石包含層 の
1℃ 年代 を示す 。 こ の

表には 、従来得 られ て い る測定値 も合わせ て 示 した 。

　a ）北部 の 本部町備瀬海岸の 石 灰岩裂罅堆積物か ら得 られ た リク ガイ （BS−1）に つ い て

は 23
，950±70y，　BP が得 られた 。
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b）中部の 北中城村 ヒニ グス クの 裂罅産 の クン チ ャ ン マ イマ イ化石 （KN − 1）につ い て は 、

28，160± 90yr．BP とい う値が得 られ た 。

一
方 、同 じ裂罅 か ら得た クンチ ャ ンマ イマ イ

化 石 に つ い て は 、 こ れ まで に 、20，890± 770yr．BP（GK − ）と し」 う値が得 られ て い る

（Otsuka ＆ Takahashi
， 2000） 。

　 c）南部の 知念村上 クル ク原 の 石灰岩裂罅堆 積物か ら 、 リュ ウキ ュ ウイ ノ シ シ と共に

産 出 したマ イマ イ化石 の うち、リュ ウキ ュ ウヤ マ タニ シ化石 （KB − 1）につ い て は 25
，
010

± 90yr．BP と い う値 が 、 ヤマ タカマ イマ イ化石 （KB − 2）に つ いて は 23，140±100yr．

BP とい う値が得 られた 。

　d）南部の 具志頭村港川 にお い て 、 港川人化石 を産 出 した裂罅 の 上 部か ら産 出 した リ

ュ ウキ ュ ウヤマ タニ シ化 石 （MN − 1）につ い て は 、 9 ，865± 35yr．　 BP とい う値 が 、 同 じ

く裂罅上部で 、 リュ ウキ ュ ウイ ノシ シ の 指骨 に 付着 した リュ ウキ ュ ウヤマ タニ シ化石

につ い て は 、 10
，
470 ± 50yr ，　BP とい う値が得 られた 。

　従来 、 こ の 裂罅充填堆積物の 下部 お よび中部 の 層準か らは港川 人化石 とともに リ ュ

ウキ ュ ウジカや多 くの 種類 の 脊椎動 物化石 を産 出 したが 、

一
緒 に得 られた木炭 の

1
℃ 年

代が測定 されて お り 、 中部の層準 に つ い て は 16，600±300yr．BP が 、 下部の 層準 に つ

い て は 18，250± 650yr．BP と い う値が得 られ て い る （高井 ・長谷川 ，1971；Suzuki ＆

Tanabe ，1971） 。

　　 また 、 港川 人骨の フ ッ 素分析で は、約 14
，000yr．　 BP が 、同人骨の ラセ ミ化分析 で

は＞12，000yr．　BP が得られて い る （松浦 ・ 近藤 、 2000） 。

4 ．考察

　
14C

年代を測定 した本部町備瀬の 裂罅、北中城村ヒニ グス クおよび知念村上 クル ク原

のそ れ ぞ れ の 裂罅堆積物か らは 、 リ ュ ウキ ュ ウジカ Ce」rvus 　astylodon が産 出 して い

る 。 北 中城 と上 クイル ク原 か らは リ ュ ウキ ュ ジカ に加 え 、 リュ ウキ ュ ウム カ シキ ョ ン

Muntiacus 　sp ．お よびオオヤマ リク ガ メ Manouria　oyamai 化石 が、また、上 クル ク原

と備 瀬か らはハ コ ガメ類 の 化 石 が産 出 して い る 。 リュ ウキ ュ ウイ ノ シ シ化 石 は上 ク ル

ク原か ら大量 に産出 した。 これ らの 裂罅堆積物の
14C

年代は約 23
，
000〜28，160yr．　BP

の 範 囲に集中 して い るが 、 こ れ らの 年代値は後期更新世 の ウル ム 氷期 にお い て 最寒期

で あ っ た ウル ム氷期中期の第二 〜 第三亜 氷期 （17，000 年 yr ．BP 〜 29，000yrBP ）の年
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代範囲 に入 る 。 この測定結果に よ っ て 、沖縄島に お いて これ らの シカ 類およ びオ オヤ

マ リクガメは 、 ほとん ど同時期の 寒冷期 に大量絶滅 した こ とが わか る 。 これ らの脊椎

動 物化石 と共 に 産出 した リ ュ ウ キ ュ ウイ ノ シ シ化石 の 存在 は 、 こ の イ ノ シ シが こ の ウ

ル ム 氷期 中期に 確実に沖縄 島 に 生息 して い た こ とを初め て 明 らか にで きた。上 ク ル ク

原 に おける リュ ウキ ュ ウイ ノシ シ の 14C 年代は 、 次ぎに の べ る具志頭村港 川 にお け る人

類化石 産 出裂罅に お ける測定結果 と矛盾 しな い 。

　港川 人化石 （港川 人） を産 出した 具志頭村港川 の 採石場 （港川遺跡 ） の 裂罅 充填物

の 中で 、 上部付近か ら採 集された リクガイ の 2 点 の の それぞ れ は 、 9 ，865 ± 35yr．BP ，

10，470 ± 50yr．BP とい う値が得 られ た 。 これ らの 年代値か ら 、 こ の 裂罅 の 最上部付近

は 、更新世の 最 末期か、完新世の 初期に及ぶ こ とが考え られ る 。 リュ ウキュ ウイ ノシ

シ に付着 した リュ ウキュ ウヤマ タニ シ の 化 石試料 につ い て 、 10
，
470 ± 50yr．BP と い う

値が得 られ たが 、 こ の 値 は 、 上ク ル ク原 の
14C

年 代 （25 ，010 ± 90yr．　BP ， 23，140±

100yr．BP）とと も に 、 リュ ウキ ュ ウイ ノシ シ が更新世後期に は沖縄 島に生息 して い た こ

とを示 して い る 。

　沖縄島以外で 従来得 られて い る脊椎動物化石包含層の
14C 年代として 、 宮古島 ピ ンザ

アブ洞穴堆積物中の 木炭試料か らの 25
，800士900yr．BP および 26

，800± 900yr．BP（浜

田 、 1985）の 2 つ の 1℃ 年代値は ，今回沖縄島か ら得 られ た測定値 と調和的で ある 。

一

方 、 久米島に お い て 、人 類化 石 、 リュ ウキ ュ ウ ジカ 、 リ ュ ウキ ュ ウム カ シキ ョ ン 、 パ

ブな どを産出した下地原洞穴の 堆積物の
14C

年代に つ い て は 、 15，200± IOOyr．BP とい

う値が得 られて い る （Oshiro ＆ Nohara ， 2000）。 この 値は こ れ らの シカ類化石 の 年代

として は最 も若い値で 、 最寒期か ら温 暖化へ 向か い 、 次第に 海水面 が上 昇を開始 し始

め た ウルム氷期末期の 第四亜 氷期に相 当す る 。

5．結論

1）沖縄島にお ける脊椎動物化石包含層の
上4C 年代の 測定の 結果 、 絶滅化石 シ カ類の リ

ュ ウキ ュ ウジ カや リュ ウキ ュ ウムカ シ キ ョ ン さ らに オオヤマ リクガメな ど絶滅種 の 大

量絶 滅期が 、 ウル ム氷期に お い て最寒期で あ っ た ウル ム 氷期中期の第二 〜 第三 亜 氷期

（17 ，000 年 yr ．BP 〜 29，000yr．BP） に あた る こ とが明 らか とな っ た 。
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2 ）現生種 へ つ なが るで あ ろ う リュ ウキ ュ ウイ ノ シ シ化 石 の産 出は、 少な くと もシカ

類が 大量 に 絶滅 したウル ム 氷期 中期の 第二 亜氷期（2，500〜29 ，
000yr ．BP）の後半 に はすで

に 生 息して い た こ とが明か とな っ た 。
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Table　 1　 琉球列島に お け る 更新世 脊 椎動物化 石 包含層の 従来の 報告例

島嶼 試料採取サ イ ト 試料
1
℃年代（yr．　BP） 産出化石 出典

沖縄島

（南部）

山 下 町 第
一

　　　　（洞穴）

木炭 32，000± 1，000 ヒ ト，ム カ シキ ョ ン Kobayashl　e 乱 a1 ，，
　 　 　 197上

港川 （裂罅） 木炭 16600± 300（TK ）

18250 ±650（TK ）

ヒ ト、イ ノ シ シ、

リュ ウキ ュ ウジ カなど

高 井 ・長谷川、1982 ；

Suzuki＆Tanabe ，1982
沖縄島

（中部）

北中城村 ヒニ グス ク

　　　 （裂罅）

ク ン チ ャ ン

　 マ イ マ イ

20890 ± 770（GK ） リ ュ ウキ ュ ジ カ、
オ オヤ マ リク ガ メ他

OtSL底a ＆ Takahashl，
　 　 　 200D

久米島 下 地 原 （洞穴 ） 15200 ± 100 ヒ ト、リ ュ ウ キ ュ ウ ジカ

ム カシ キ ョ ン，ハ ブな ど

Oshlro＆ Nohara ，
　 　 　 　 2000

宮古島 上野 村 ピ ンザア ブ

　　 （洞穴）

木炭

木炭

25800± 900（TK ）

26800 ± 1300（TK ）

　 ヒ ト、ミヤ コ ノ ロ ジカ 、

ム カシ キョ ン 、ハ ブ、
ケ ナ ガ ネ ズ ミ、ヤマ ネ コ な ど

浜田、1985

Table　2　沖縄島における
14C

年代

試料採取地 試　料

番 　号

試料 δ
匸3CPDS1

℃年代値

（yr．　BP ）

Lab．　Code 　No ．

　（NUTA2 −〉
沖縄島 OK −1 シ ュ リマ イ マ イ 一9．28 modern 一1998

〈沖縄島北部〉

　　本部町備瀬 BS −1 オ オヤマ タニ シ
一7．0823 ，050 ± 70 一1995

〈沖縄島中部〉

北中城村 ヒニ グ ス ク KN −1 ク ンチ ャ ン マ イ マ イ

ク ン チ ャ ンマ イ マ イ

一9．2528 ．160 ± 90

20，890 ± 770

　 　 　 　 （GK −）

　 　 　 一1996

0 亡suka ＆ Takahashi，
　 　 　 　 　 　 　 2000

〈沖縄島南部〉

知念村 クル ク原 KB −1KB
−2

リ ュ ウキ ュ ウヤ マ タ ニ シ

　 ヤマ タカ マ イ マ イ

一10．54
−10．0825

，010 土 90
23140 ± 100

一4743
−4377

〈沖縄島南部〉

具志川村港川 MN −1MT
− 1

リュ ウ キュ ウヤマ タニ シ

リュ ウキ ュ ウヤ マ タ ニ シ

一9．25
−12．099865

± 35
10470 ± 50

一1997
−4380
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Abstract

   In the Ryukyu Islands, streching  from the Japanese mainland  of  Kyushu  to

Taiwan, is one  of  the most  important paleontological field in the world  as fat as

insular animal  evolution  in concerned.  It offers abundant  occurrence  of  fbssi1 as

well  as  a  spectacular  diversity of  extant  endemic  species,  whose  ancestors  were

escaped  extinction  during the latest Pleistocene. In the Ryukyu  Islands, fbssil

assemblages  of  terrestrial vertebrates  occur  at three major  stratigraphic levels,

ranging  from the Early to Late Pleistocene. These fossil assemblages  represent

successfu1  colonizations  by taxa that migrated  from Asian mainland  dnring the past

four land connections.  The taxa including archetypal  deer and  terrestrial tortoise

complately  extinct  at the end  of  Pleistocene after the morphotypes,  Fumhermore, it

can  be said  that the other  animals  in this assemblages  may  serve  as  the present

endemic  mammals,  reptiless and  amphibians  living in the Ryukyu  Islands,

   To  know the age  of  mass  extinction  of  terrestrial vertebrates  in the Ryukyu

Islands, i4C
 ages  of  land snails which collected  from four vertebrate  fossil

beds(cave and  fissure deposits) in Okinawa Island together with abundant  fossil

vertebrates,  were  measured  with Tandetron Accelerator Mass  Speotrometry

(AMS) of  Dating and  Matrerial Research Center, Nagoya  University, The results

are as  fbllows, 14Cages of  fbssil land snails from Okinawa Island indicate ages  of

Late Pleistocene ranging  from ca.  23,OOO--28,160 yrs. BP, These 
i4C

 age  are  in
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accord  with data presented by several  previous researchers  from the fissure and

cave  deposits of  Okinawa  and  Miyako  Islands. These data imply that the mass

extinction  of  endemic  archetypel  deer and  terrestrial tortoises might  took placed at

the third subglacial  stage of  the WUrm  pleniglacial in the latest Pleistocene.
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